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 「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律（化管法）」に

基づく「化学物質排出移動量届出制度（ＰＲＴＲ制度）｣により、県内の事業者から国へ届出の

あった令和５年度の化学物質の排出量・移動量データの集計結果は、別添１のとおりです。 

 また、国が推計した、届出の対象とはならない事業者や自動車などの移動体、家庭等から環境

中に排出された対象化学物質の量（届出外排出量）の本県分の概要は、別添２のとおりです。 

 

【令和５年度データのポイント】 

① 届出排出量・移動量 

●届出事業所数  ３５０事業所 (前年度※と比べて１事業所減少) 

●届出排出量   ４，４８４トン (前年度※と比べて１，０４１トン増加) 

内訳は、大気への排出４，４３８トン、公共用水域への排出４６トンで、

大気への排出が大部分を占めています。 

●届出移動量   １，２１２トン (前年度※と比べて１５１トン増加) 

内訳は、廃棄物として１，２０７トン、下水道へ５，９トンで、廃棄物へ

の移動が大部分を占めています。 

●届出排出量と届出移動量の合計  ５，６９７トン (前年度※と比べて１，１９３トン増加) 

●届出排出量・移動量の多い物質  トルエン、キシレンの２物質で、全体の約 69％を占めて

います。 

※令和７年２月修正値 

② 届出外排出量 

●国が推計した本県の届出外排出量   １，７９２トン 

内訳は、事業者からの排出量７６３トン、家庭からの排出量４５５トン、自動車などの移

動体からの排出量５７３トンとなっています。 

③ 本県の環境への総排出量 

●届出排出量と届出外排出量を合わせた、環境への総排出量  ６，２７６トン（全国 24 位） 

    

 

（注：１トン未満の数字を四捨五入しているため、合計と内訳が一致しない場合があります。） 


